
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい学校づくり準備委員会も３月４日で第 10 回を迎え、今回が

最終となりました。会議の冒頭では、出来上がった校旗の写真や校歌

作者のコメントなどが報告されました。また、閉校式の具体的な内容

について、各学校から紹介がなされました。 

東橋北小学校跡地の利用については、これまで学校開放等で使用し

てきた運動場やコミュニティ室の部分について、４月１日以降も使用

できるよう、連合自治会から市に対して要望書を提出したとのことで

した。また、実際に使用していく上での管理上の問題点や心配される

ことなどについて意見を出し合いました。 

一方、１月から続いている児童や保護者の心のケアとその後の状況

について教育委員会から報告がありました。前回の準備委員会以降、

新たに２世帯の学区外通学が許可されたこと、今後も何かあれば相談

を続けていくといった内容でした。委員からは「統合に対してストレ

スを抱えている子どもがいる。子どもたちの言葉に耳を傾けてあげて

ほしい」といった意見が出されました。子どものことを一番よくわか

っている学校の先生方から折にふれてきちんと説明をしていただいて

いる様子も紹介されました。今後も、周囲の大人が力をあわせ、子ど

もにとってよりよい方向を目指していこうと締めくくられました。 
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本準備委員会で検討を重ね、

図案を決定した校旗ができあ

がりました。 

お披露目は開校式にて！ 

 
 

橋北小学校の通学路については、両校のＰＴＡを中

心に検討を重ねています。通学路の整備についても意

見交換をしました。 

 

 

 

 

 

 

【写真】新浜町～午起踏切付近 


